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は HIV 複製に必須の蛋白質であり ウイルス複製全般
にわたり様々な働きをすることが我々を含めたいくつか
の研究グループにより明らかにされている。アクセサ




注目されている。我々は， HIV の Gag およびアクセサ
リー蛋白質の機能全般を分子レベルで解明し，有効な抗
HIV 戦略を考案することを目指している。





HIV- 1 Gag 変異体中には野生株の複製を完全に阻害
するものがあり，さらに HIV- 2 の複製も阻害できるも




能な場合が殆どであった。なかでも， Vpr, Vpu, Nef 
に関する変異体は調べた限りの全ての細胞系で程度の差
はあるものの複製した。Vif, Vpx, Nef の作用点は複
製サイクル初期のウイルス DNA 合成段階あるいはそれ




















































末端領域と C 末端領域からなっているが， トリプター
ゼクララの阻害活性は C 末端領域にあり，その活性中
心は Leu72- Met73 である事が明らかになった。マウス



























薬植物の成分のなかに，それ自体は，抗菌活性は弱いか 現在 DNA ワクチンにおける遺伝子導入法としては筋肉
全 く無いが，驚くべきことに，戸－ラクタム剤による ・注射と遺伝子銃による方法があり，後者の方法は簡便か
MRSA に対する殺菌作用（感受性）を2,0 倍にも高め つ高い導司入効率といった利点をもっO 我々はマラリア









MRSA を用いた。 MRSA で は 外 来 遺 伝 子 mecA 遺伝
子にコードされた，戸－ラクタム剤に低親和性のペニシ
リン結合蛋白質 （PEP ) すなわち PBP2 ’が新たに産
生されることが，~－ラクタム剤耐性となる原因の一つ
であることが明らかになっている。しかしながら，
ILSMR による MRSA の骨ラクタム剤に対する感受性
菌への変換は， mecA のリプレッサーである mecl や blal
を欠損している菌株でも観察された。また， MRSA を
ILSMR で処理すると mecA の mRNA レベルと PBP2 ’
の発現量がともに約40 % にまで抑制された。これらの結
果は， ILSMR の作用点の一つは mecA 遺伝子発現の抑
制であり ，その結果 MRSA がメチシリンに対し感受性
を示すようになったことを示していると同時に， mecA
の新しい転写制御系が存在することを強く示唆している。
さらに，最近，高度耐性 MRSA について， PBP のフル
オログラフィー解析を行い，既知の PBP (PEP l ～4 





現在， ILSMR による新しい mecA の転写制御系の解析
を進めているので それらの結果についても報告する。
蛋白の一つである47ka の Plasmodium falciprum serine 




DNA 免疫により SERA 抗原特異的抗体が誘導され，そ
のレベルはサイトカイン発現プラスミドを共導入するこ
とにより上昇した。さらに抗体サブクラスにおいても
IFN-g 又は IL-12 遺伝子を共導入することにより SERA
特異的 lgG2 a レベルが上昇したことから，これらサイ
トカイン遺伝子は DNA 免疫により誘導される免疫応答
を Th 1型に制御したことを示唆している。DNA ワク
チンの効果を動物実験レベルで検証するため，マウスマ
ラリアの Merozit surface protein 1 (MSP 1 ）遺伝子
を用いマウスに免疫を行った後マラリア感染を行った。




したところ MSP 1 DNA 免疫を施したマウスにおいて
は著明なワクチン効果を認めなかったが， MSP l とIL-
12 の DNA 免疫を行ったマウスにおいては有意に虫血症
のレベルが低下していた。これらの結果は IL-12 遺伝子
MSP 1 DNA 免疫により惹起される免疫応答を増強及

















リケッチア目として分類される細菌は 3 科1 属よりな
り，そのうち ricketsia 属， Coxiela 属， Ehrlichia 属，
Bartonela 属が人に病原性を示す（戸田細菌学， 197 ）。























































リンの摂取比率が 1 : 2 になるようにする。また，マグ
ネシウムの相対的摂取不足がカルシウム代謝に影響する
ため，カルシウム：マグネシウムの摂取比率は， 2 : 1 
が望ましい。その他，骨代謝に関わる栄養素として，近




































































































HRT が禁忌の症例や合併症がある症例，また HRT に
ついて説明しても希望しない症例には，ピスフォスフオ


















男性は154 例，女性は480 例と女性が男性の3.1 倍であっ
た。年齢群別の発生件数は65歳未満68例， 65以上70歳未
満49例， 70歳以上75歳未満10 例， 75歳以上80歳未満18

















































16 項目を抽出し， S.D 法を用いて作成した。実習前後
の結果を分散分析によって比較した。結果および考察：




市町村の判断で独自に実施するもので平成 9年度は ・ 2. 徳島県内の施設ケア実習に関する調査

















































法を医療面接（medical interview ，以下 MI) と称する。
96 年から医学部 5 年生に 第一外科臨床講義の 2 回分を
使い， MI の講義を行ったので報告する。 I 回目は，説
明抜きで通常の問診と MI の診察の二つの role play （模
擬患者・医者の芝居）を見せて その違いを小グループ






















年 5 月咳を主訴に近医を受診。胸部 X-P で左上肺野に
空洞病変を認め，塔疾塗沫検査で結核菌陽性であった。
抗結核剤で治療開始されたが，多剤耐性が判明し，画像
所見は徐々に増悪した。平成10 年 3 月，再度排菌を認め
入院した。抗結核剤を増量したが効果がなかったため，
























ヒトビタミン D 受容体（VDR ）遺伝子の上流に腸管
特異的発現を規定する hVD-SIF 1 と呼ばれる構造が存
在し， Cdx- 2 （転写因子）が結合することを見出した。
今回，その領域の多型（Cdx-A 型， Cdx-G 型）を発
見し，骨密度との関係を検討した。閉経後の健常女性の
骨密度は， Cdx-G 型では Cdx 司A 型に比して有意に低値














た。 MAPl b 抗体を用いた免疫染色では，異所性細胞
































症例は69 歳，女性。平成1 年 5 月に右下腹部痛を訴え，





















たが，血中 gonadtropins, testosterone, estradiol 値





癌摘出術を行うことができた。術後の病理検索にて 12. 虚血性心疾患における QGS を用いた左心機能評価





骨髄腫細胞の Ki 67 陽性率と治療反応性とを比較検討
した。【方法］骨髄腫患者15 名より得られた骨髄クロッ




髄腫細胞の1. 0-6. 5% にKi-67 陽性細胞が認められた。
治療反応（PR ）群および治療抵抗（NC+PD ）群におけ
る治療前の Ki-67 陽性率は各々2.1±1.4%, 3.7±1.1% 
であり，治療抵抗群が有意に高値を示した（p=O. 025 ）。
【考察］骨髄腫の Ki-67 陽性率は3.0% を境として治療
反応性の予測が可能であり 患者予後の予測にも有用で
島循環器クリニック）
9mTc 製剤を用いた quantive gated SPECT 
(QGS ）により，左室駆出率，左室壁運動の評価を行っ
た。（対象）虚血性心疾患患者で心臓カテーテル検査を
施行した34 名（男：女＝25: 9 ，平均年齢63.2 歳）。（方
法）安静時に Tc terofsmin を静注，シーメンス社
SPECT 装置 E CAM で心電図同期心筋 SPECT を実施。
LVG とQGS より得られた左室駆出率を比較した。 AHA
分類に従い，左室壁を 7 分画に分割し，局所壁運動を
LVG とQGS で比較した。（結果） LVG, QGS より得ら
れた EF は，よい相関が得られた（p<O. 05 ）。 LVG と














症例 1: WPW 症候群による房室回帰性頻拍
(AVRT ）治療後，房室結節回帰性頻拍
(AVNRT ）が出現。
症例 2 : AVNRT 治療後，心房頻拍（PAT ）が出
現。
症例 3 ：心房粗動（AF ）治療後異なる AF の出
現。
症例 4: PAT 治療後， AVNRT の出現。

























［症例］ 69 歳，男性。196 年 9 月に検診で胃の異常所見
を指摘され，近医の内視鏡検査で胃前庭部に陥凹病変（II 
c, GroupN ）が認められ，前癌状態の説明で当科に紹














松岡 優，中山 寛，中川礼子，山下和子 （徳
島市民病院小児科）
徳島県下の 6 歳児（3,492 人）， 9 歳児（3,514 人） , 12 










17. Cone-bam CT による変形性股関節症の検討
牧本裕美（徳島大歯学部歯科放射線）
松崎健司，吉田秀策，西谷 弘（同医学部放射線）













当科では，平成1 年 5 月から現在まで小児鼠径ヘルニ
ア l例（Pot's 法），成人鼠径ヘルニア 2例（mesh plug 











TSR ）を施行した慢性関節リウマチ患者（以下 RA ）に
つき検討し報告する。










19. Day Surgey （日帰り手術）の導入と今後の展開
三浦連人，仁木俊助，和田大助，福本常雄，















救急患者の割合は約 3% 程度であるが，中でも CPAOA
症例は，患者発生からプレホスビタルケア，クリテイカ
ルケアと， Chain of survial の具体性を試される最重症
疾患である。当院での CPAOA 症例は年間30 ～ 40 例で
あり，それらの症例をプレホスビタルケアを担う救急救
命士の活動と，搬入後の経過から検討した。システム上
惣中康秀，田中直臣，露口 勝，森本重利（徳 の反省点も含め医療ネットワークの重要性を再認識し
島市民病院外科） た。
